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米
国
最
大
手
の
独
立
系
マ

ン
ガ
出
版
社
を
子
会
社
化

メディアドゥ

麻
生
常
務
が
社
長

石
田
社
長
は
取
締
役
会
長

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

麻生祐司氏

出版梓会

新
役
員
体
制
決
め
る

８
理
事
・
１
監
事
を
新
任

10 分の１になったコミック誌市場
　
２
月
終
わ
り
に
出
版
科
学
研
究

所
が
発
表
し
た
２
０
２
５
年
１
～

12
月
の
コ
ミ
ッ
ク
市
場
は
、
紙
と

電
子
を
合
わ
せ
た
推
定
販
売
額
が

前
年
に
比
べ
１
・
７
％
減
少
し
、

６
９
２
５
億
円
だ
っ
た
。
紙
版
の

減
少
が
大
き
く
、
電
子
版
の
伸
び

が
鈍
化
し
た
結
果
だ
っ
た
。

　
コ
ミ
ッ
ク
販
売
額
が
ピ
ー
ク

だ
っ
た
１
９
９
５
年
は
、
コ
ミ
ッ

ク
誌
と
コ
ミ
ッ
ク
ス
（
単
行
本
）

を
合
わ
せ
て
５
８
６
４
億
円
。
コ

ミ
ッ
ク
誌
が
３
３
５
７
億
円
、
コ

ミ
ッ
ク
ス
が
２
５
０
７
億
円
だ
っ

た
。
ト
ッ
プ
の
週
刊
コ
ミ
ッ
ク
誌

が
６
０
０
万
部
以
上
発
行
さ
れ
て

い
た
雑
誌
全
盛
時
代
で
あ
る
。

　
そ
し
て
30
年
が
た
ち
、
コ
ミ
ッ

ク
誌
は
３
９
２
億
円
、
コ
ミ
ッ
ク

ス
は
１
２
６
０
億
円
、
そ
し
て
電

子
コ
ミ
ッ
ク
は
５
２
７
３
億
円
。

コ
ミ
ッ
ク
誌
は
１
割
、
コ
ミ
ッ
ク

ス
は
５
割
に
縮
小
し
、
当
時
な

か
っ
た
電
子
コ
ミ
ッ
ク
は
か
つ
て

の
コ
ミ
ッ
ク
誌
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
の

合
計
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
コ
ミ
ッ
ク
誌
の
需
要
が
電
子
コ

ミ
ッ
ク
に
置
き
換
わ
り
、
コ
ミ
ッ

ク
ス
は
減
り
つ
つ
も
ま
だ
一
定
の

市
場
を
保
っ
て
い
る
。
か
つ
て
電

車
の
中
で
み
ら
れ
た
コ
ミ
ッ
ク
誌

を
読
む
姿
が
、
い
ま
は
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
光
景
と
も
符
合
す
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
コ
ミ
ッ

ク
は
読
者
層
が
拡
大
し
、
海
外
な

ど
新
た
な
市
場
に
も
届
き
や
す
く

な
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
で
、
紙
版
の
減
少
は
流
通
や

小
売
り
に
と
っ
て
は
由
々
し
き
事

態
だ
。
た
だ
こ
の
流
れ
は
「
不
可

逆
的
」
で
あ
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、

コ
ミ
ッ
ク
ス
を
よ
り
所
有
欲
を
刺

激
す
る
商
品
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
。　
　
【
星
野
渉
】

　
買
収
を
通
じ
て
、
Ｓ
ｅ
ｖ

ｅ
ｎ　
Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
と
メ
デ
ィ

ア
ド
ゥ
は
日
本
Ｉ
Ｐ
の
マ
ー

チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
展
開
ま

で
一
気
通
貫
で
推
進
す
る
こ

と
に
挑
戦
す
る
。
ま
た
、
米

国
を
は
じ
め
世
界
の
出
版
市

場
は
現
在
も
紙
書
籍
が
９
割

前
後
を
占
め
て
お
り
、
持
分

取
得
に
よ
り
、
日
本
の
作
品

を
海
外
展
開
す
る
う
え
で
最

大
の
障
壁
と
な
っ
て
い
た
現

地
で
の
物
理
的
な「
流
通
網
」

を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ

が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
、
翻
訳
家
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
Ａ
Ｉ
翻
訳
支
援
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
Ｄ
Ｔ
Ｓ
」
の
開
発
に
よ

り
、
作
品
の
「
翻
訳
」
の
期

間
圧
縮
を
実
現
す
る
ほ
か
、

Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ　
Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
が

持
つ
制
作
体
制
を
融
合
す
る

こ
と
で
、「
翻
訳
」
の
生
産

能
力
も
大
幅
に
拡
大
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

　
Ｍ
Ｄ
―
ｉ
は
持
分
譲
渡
契

約
に
よ
り
Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ　
Ｓ

ｅ
ａ
ｓ
の
全
持
分
を
現
金
で

取
得
予
定
。
取
得
資
金
は
メ

デ
ィ
ア
ド
ゥ
が
全
額
借
入
れ

に
よ
る
調
達
を
行
い
、
Ｍ
Ｄ

―
ｉ
に
貸
し
付
け
を
行
う
。

取
得
価
額
は
Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ　

Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
の
持
分
８
０
０
０

万
米
ド
ル
（
１
２
４
億
円
）。

取
得
対
価
に
加
え
て
、
業
績

を
含
む
特
定
の
基
準
へ
の
充

足
に
基
づ
き
、
出
資
者
に
追

加
の
対
価
を
支
払
う
こ
と
を

合
意
し
て
い
る
。

　
Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ　
Ｓ
ｅ
ａ
ｓ

は
２
０
０
４
年
９
月
20
日
設

立
。
24
年
12
月
期
の
純
資
産

２
億
１
１
０
０
万
米
ド
ル

（
32
億
７
３
０
０
万
円
）、
総

資
産
２
億
７
０
０
０
万
米
ド

ル
（
41
億
８
８
０
０
万
円
）、

売
上
高
５
億
４
０
０
万
米
ド

ル
（
78
億
７
０
０
万
円
）、

営
業
利
益
６
６
０
０
万
米
ド

ル
（
10
億
２
４
０
０
万
円
）、

調
整
後
営
業
利
益
１
億
３
０

０
万
米
ド
ル
（
15
億
９
７
０

０
万
円
）、
当
期
純
利
益
６

８
０
０
万
米
ド
ル
（
10
億
５

９
０
０
万
円
）。

　
メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
に
よ
る
と

Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ　
Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
は

Ｊ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ　
Ｄ
ｅ　
Ａ
ｎ

ｇ
ｅ
ｌ
ｉ
ｓ
氏
が
22
年
前
に

設
立
し
、
北
米
の
マ
ン
ガ
市

場
に
お
い
て
例
が
少
な
い
独

自
の
資
本
で
経
営
し
て
き
た

「
独
立
系
」
出
版
社
。
日
本

の
大
手
出
版
社
を
含
む
１
０

０
社
以
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

取
り
扱
っ
て
い
る
。
創
業
経

営
者
で
あ
る
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
ｉ

ｓ
氏
は
、
10
代
の
頃
か
ら
マ

ン
ガ
と
日
本
文
学
に
深
く
親

し
み
、
日
本
で
６
年
間
生
活

し
た
経
験
と
マ
ン
ガ
翻
訳
家

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ

と
い
う
。

　
メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
は
国
内
最

　
電
子
取
次
最
大
手
の
メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
は
３
月
１

日
、
米
国
の
連
結
子
会
社
で
あ
る
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ　

Ｄ
ｏ　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
，
Ｉ
ｎ

ｃ
．（
Ｍ
Ｄ
―
ｉ
）
を
通
じ
て
、
北
米
の
マ
ン
ガ

市
場
に
お
け
る
独
立
系
で
は
ト
ッ
プ
の
出
版
社
で

あ
る
Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ　
Ｓ
ｅ
ａ
ｓ　
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ

ａ
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
，
Ｌ
Ｌ
Ｃ
（
Ｓ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ　
Ｓ

ｅ
ａ
ｓ
）
の
全
持
分
を
取
得
し
、
連
結
子
会
社
化

す
る
持
分
譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
を
発
表
し

た
。

株式会社くもん出版株式会社くもん出版

電 子 出 版 本 格 化 に 先 行 し て電 子 出 版 本 格 化 に 先 行 し て
「PUBNAVI」導入　事業拡大見据えて「PUBNAVI」導入　事業拡大見据えて

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

上田氏

売
れ
行
き
良
好
な
﹁
解
き
な
が
ら
﹂
シ
リ
ー
ズ

の
﹁
語
彙
力
﹂
と
最
新
刊
﹁
文
章
力
﹂

紙も電子も好調な『杉
森くんを殺すには』　出版物・知育玩具の制作・販売を行う

株式会社くもん出版は、書籍事業におい
て 2024 年に一般書も含めて電子出版を本
格化させた。これに先立ち 23 年には光和
コンピューターの SaaS 型電子書籍売上・
印税管理システム「PUBNAVI」を導入。
これから拡大が見込まれる電子書籍事業の
推進体制を整えている。

株式会社 くもん出版
代表者：泉田義則
設　立：1988 年 2 月
所在地：〒 141-8488
　　　　　東京都品川区東五反田 2-10-2
　　　　　東五反田スクエア 11F
電　話：03-6836-0301
資本金：1 億円
従業員：123 人

PUBNAVI で
　1～2日の作業が一瞬に

　 こ う し た 段 階 で 同 社 で は、2023 年 7 月 に
「PUBNAVI」を導入した。「2024 年に電子書籍

　同社は 1980 年、公文教育研究会の出版部門と
して発足し、1988 年に出版社として独立した。
公文式教室の実践の場から生み出された幼児、小

化を本格化させるのに向けて、印税支払いについ
ても仕組みを整えるため PUBNAVI の導入を決
めました」と営業部営業推進チームの塚原由希子
氏は説明する。
　それまでは Excel を使った手計算で各電子取
次などからの売上報告を集計し、チェックする作
業に 1 ～ 2 日かけていたが、PUBNAVI を導入
することで「マスタを整備する必要はありますが、
データを取り込んで集計するのは一瞬で終わりま
す。メールによる支払い案内もクリック一つで送
信できます」と塚原氏は手軽さを強調する。
　また、以前は電子取次や教材プラットフォーム
の販路別のデータを集計しなければならなかった
電子書籍の販売ランキングなども、簡単に出せる
ようになった。今後、電子書籍の図書館向けの販
売も検討しており、こうしたチャンネルに対応で
きる点もメリットだと見ている。

学、中学向けドリルをは
じめとした学習参考書や
児童書・絵本、そして大
人向けドリルなど一般書
も刊行。刊行点数は年間
100 点ほど。刊行点数、
売上とも学習書が主力
だ。
　一方、一般書でも、脳
トレブームの先駆けと
なった川島隆太氏による

「脳を鍛える大人のドリ
ル」シリーズが大ブレイ

2024 年から
　電子書籍事業を本格化

　電子出版については、2011 年に経済産業省の
委託事業として日本出版インフラセンターが実施

ラットフォームに
提供している学習
参 考 書、55 点 が
児童読み物。「紙
と電子を両輪とし
ながら、さまざま
なジャンルの電子
出版を拡大し、よ
り多くの読者に教
育コンテンツの価
値を届けていきた
い。そこに向けて
仕組みと体制を整
えていく」と上田
氏は話す。

した「コンテンツ緊急電子化事業」（緊デジ）が
スタートだった。この時 100 点ほどを電子化し、
電子書店での販売を開始した。
　しかし、本格化させたのはここから 10 年ほど
経過した 2020 年代だった。電子書籍の市場、特
にドリルなどの分野は電子版の利用が進んでいな
かったため、優先順位が高くなかったからだ。
　それが、2019 年からスタートした GIGA スクー
ル構想によって学校でのデジタル端末の導入が進
み、「Lentrance（レントランス）」や「Libry（リ
ブリー）」といったデジタル教材プラットフォー
ムが普及。こうしたサービスからの引き合いを受
けて、学習参考書コンテンツの提供を開始した。

　そして、2024 年には学習参考書以外の一般書
籍、特に児童読み物について新刊、既刊の電子化
を本格化させた。
　これまでに電子化したのは緊急電子化による
100 点を含めて 175 点。このうち 20 点が教材プ

シリーズが伸びている。
　 ま た、2023 年 9 月 に 刊 行 し た YA 小 説

『杉森くんを殺すには』は、書店員や読者が
SNS で感想を発信したことで拡散され、す
でに累計 4 万部に達する売れ行き。24 年 4
月に発売した電子版も同社の電子書籍の中で
は最多の販売数となっている。
　営業企画本部長の上田憲親氏は「今後は紙
と電子の同時刊行を拡大させていきたい」と
話している。

クしたのをはじめ、
最近では大人の学び
直し「解きながら」

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
は
２
月

24
日
開
催
の
取
締
役
会
に
お

い
て
、
４
月
１
日
付
で
麻
生

祐
司
常
務
が
代
表
取
締
役
社

長
に
就
任
し
、
石
田
哲
哉
社

長
が
取
締
役
会
長
と
な
る
役

員
人
事
を
決
め
た
。

　
麻
生
祐
司（
あ
そ
う・ゆ
う

じ
）氏
は
１
９
９
１
年
、新
卒

で
Ｒ
ｅ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
（
ロ
イ

タ
ー
通
信
）入
社
。主
に
石
油

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
担

当
す
る
英
文
記
者
と
し
て
活

動
し
た
の
ち
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社
お
よ
び
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ｓ
ｏ

ｎ
Ｒ
ｅ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
（
ト
ム

ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
）
に
お
い

て
、
編
集
・
事
業
開
発
な
ど

幅
広
い
メ
デ
ィ
ア
業
務
に
従

事
。ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
で
は
、

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ

ｓ
ｔ
（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）
を

は
じ
め
と
す
る
海
外
メ
デ
ィ

ア
と
の
提
携
誌
事
業
に
携
わ

り
、『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

の
取
材
・
編
集
業
務
、「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド・オ
ン
ラ
イ
ン
」

の
立
ち
上
げ
に
参
画
。

　
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
で

は
、
メ
デ
ィ
ア
事
業
に
従
事

す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
経
済
学
者
、
政
策
関
係
者

ら
に
よ
る
有
識
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、政
策・市

場
分
析
に
関
す
る
情
報
発
信

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
運
営
し
た
。

　
２
０
１
８
年
10
月
に
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
へ
復
帰
。『
週

刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』『
Ｄ
Ｉ

Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
ハ
ー
バ
ー
ド
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
』
発

行
人
、「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

オ
ン
ラ
イ
ン
」
事
業
責
任
者

な
ど
を
歴
任
。
20
年
６
月
取

締
役
、
23
年
６
月
常
務
取
締

役
就
任
。

　
１
９
６
７
年
６
月
27
日
生

ま
れ
。
米
Ｌ
ａ
Ｓ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ

Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ

（
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ
ｌ
ｐ
ｈ

ｉ
ａ
、
Ｐ
ｅ
ｎ
ｎ
ｓ
ｙ
ｌ
ｖ

ａ
ｎ
ｉ
ａ
）
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｉ

ｃ
ａ
ｌ
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
専

攻
中
退
。
青
山
学
院
大
学
国

際
政
治
経
済
学
部
卒
。

大
の
電
子
書
籍
取
次
事
業
者

と
し
て
、
日
本
の
出
版
業
界

に
お
い
て
２
２
０
０
社
以
上

の
出
版
社
と
１
５
０
書
店
以

上
の
電
子
書
店
と
直
接
取

引
。
現
在
は
約
３
２
２
万
点

に
の
ぼ
る
電
子
書
籍
コ
ン
テ

ン
ツ
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

25
年
４
月
公
表
の
「
中
期
経

営
計
画
（
26
年
２
月
期
～
30

年
２
月
期
）」
で
は
日
本
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
世
界
へ
届
け

る
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
へ
と

使
命
を
拡
大
す
る
こ
と
を
掲

げ
て
い
る
。

　
出
版
梓
会
は
１
月
21
日
に

開
催
し
た
第
14
回
定
時
総
会

で
、
理
事
８
人
、
監
事
１
人

を
新
任
す
る
な
ど
新
役
員
体

制
を
決
め
た
。

　
前
副
理
事
長
の
喜
入
冬
子

（
筑
摩
書
房
）、
理
事
の
大
坪

江
草
貞
治
（
出
版
に
関
す
る

権
利
委
員
会
委
員
長
・
有
斐

閣
）、
小
峰
広
一
郎
（
総
務

委
員
会
副
委
員
長
、
図
書
館

委
員
会
副
委
員
長
・
新
・
小

峰
書
店
）、
後
藤
修
平
（
図

書
館
委
員
会
副
委
員
長・新・

童
心
社
）

　
澁
谷
健
太
郎
（
研
修
委
員

会
委
員
長
、
出
版
文
化
賞
委

員
会
副
委
員
長
・
東
京
創
元

社
）、
谷
口
奈
緒
美
（
広
報

委
員
会
副
委
員
長
・
巡
回
セ

ミ
ナ
ー
委
員
会
副
委
員
長
・

新・デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー・ト
ゥ

エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
）、
富
澤
凡

子（
研
修
委
員
会
副
委
員
長・

出
版
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員

会
副
委
員
長
・
柏
書
房
）、

富
永
靖
弘
（
財
務
委
員
会
委

員
長
・
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
委
員

会
副
委
員
長・新
星
出
版
社
）

　
能
登
健
（
財
務
委
員
会
副

委
員
長・新・み
す
ず
書
房
）、

増
田
健
史
（
財
務
委
員
会
副

委
員
長
、
出
版
に
関
す
る
権

利
委
員
会
副
委
員
長
・
新
・

筑
摩
書
房
）、三
浦
和
郎
（
広

報
委
員
会
委
員
長
・
研
修
委

員
会
副
委
員
長
・
新
書
館
）、

三
芳
寛
要
（
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

委
員
会
委
員
長
・
出
版
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
副
委
員

長
・
パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）、
山
口
茂
樹
（
出
版

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
副

委
員
長
・
新
・
河
出
書
房
新

社
）

　
▽
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＝
成
瀬

雅
人
（
図
書
館
委
員
会
委
員

長
・
原
書
房
）
▽
監
事
＝
風

間
敬
子
（
風
間
書
房
）、
中

川
進
（
新
・
大
月
書
店
）、

宮
部
三
郎
（
職
業
訓
練
教
材

研
究
会
）

克
行
（
税
務
経
理
協
会
）、

岡
本
功
（
ひ
か
り
の
く
に
）、

菊
池
真
治
（
河
出
書
房
新

社
）、小
林
圭
司
（
白
水
社
）、

田
尻
勉
（
幻
戯
書
房
）
の
各

氏
は
退
任
し
た
。

〈
新
役
員
体
制
〉

　
▽
理
事
長
＝
下
中
美
都

（
平
凡
社
）
▽
副
理
事
長
＝

青
木
誠
也
（
出
版
文
化
賞
委

員
会
委
員
長
・
巡
回
セ
ミ

ナ
ー
委
員
会
、
出
版
に
関
す

る
権
利
委
員
会
担
当
・
作
品

社
）、
内
田
真
介
（
総
務
委

員
会
委
員
長
、研
修
委
員
会
、

財
務
委
員
会
担
当
・
ベ
レ
出

版
）、山
本
憲
央
（
出
版
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
委
員

長
・
広
報
委
員
会
、
図
書
館

委
員
会
担
当
・
中
央
経
済
社

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

　
▽
理
事
＝
今
村
雄
二
（
出

版
に
関
す
る
権
利
委
員
会
副

委
員
長
・
新
・
偕
成
社
）、

岩
堀
雅
己
（
広
報
委
員
会
副

委
員
長
・
新
・
白
水
社
）、


